
 

 

 

   

平生町立学校の将来の在り方検討委員会設置規則 
 

 （設置） 

第１条 平生町立小・中学校の将来を見据えた学校の在り方について調査及び検討する

ため、平生町立学校の将来の在り方検討委員会（以下「検討委員会」という。）を設

置する。 
 

 （所掌事項） 

第２条 委員会は、平生町教育委員会（以下「教育委員会」という。）の諮問に応じ、

基本構想策定について必要な事項を調査検討し、教育委員会に答申するものとする。 
 

 （組織） 

第３条 検討委員会は次に掲げる者のうちから教育委員会が委嘱し、２０人以内とする。 

（１） 教育に関する有識者 

（２） 平生町立小・中学校の校長及び、学校運営協議会委員、ＰＴＡ役員 

（３） 保育所又は幼稚園に在籍する児童の保護者 

（４） 保育所又は幼稚園の事業者 

（５） 関係団体等の代表者等 

（６） 公募により選出された者 
 

 （任期） 

第４条 委員の任期は１年とする。ただし、欠員が生じた場合の後任の委員の任期は、

前任者の残任期間とする。 

２ 委員は、再任することができる。 
 

 （委員長及び副委員長） 

第５条 検討委員会に委員長及び副委員長各１人を置く。 

２ 委員長は、委員の互選とし、副委員長は、委員長が指名する委員をもってこれを定

める。 

３ 委員長は、検討委員会の会務を総理し、検討委員会を代表する。 

４ 副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故があるとき、又は委員長が欠けたとき

はその職務を代理する。 
 

 （会議） 

第６条 検討委員会の会議（以下「会議」という。）は、委員長が招集し、会議の議長

となる。 

２ 会議は、委員の過半数以上が出席しなければ開くことができない。 

３ 委員長は、必要があると認めるときは、委員以外の者に対し出席を求めて意見若し

くは説明を聴き、又は必要な資料の提出を求めることができる。 
 

 （庶務） 

第７条 検討委員会の庶務は、教育委員会学校教育課において処理する。 
 

 （その他） 

第８条 この規則に定めるもののほか、検討委員会の運営に関し必要な事項は、委員長

が会議に諮って定める。 
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附 則 

 （施行期日） 

１ この規則は、令和６年４月１日から施行する。 

（準備行為） 

２ 委員の選任その他この規則を施行するために必要な準備行為は、この規則の施行の

日前においても行うことができる。 

（会議の招集の特例） 

３ この規則の施行後、最初に招集される会議は、第６条第１項の規定に関わらず、教

育委員会が招集する。 

 

 

 

区  分 氏  名 役 職 等 

教育に関する有識者 

霜 川  正 幸 山口大学名誉教授 

中 本   稔  元 柳井地域統括的なＣＳ活動推進員 

平生町立小・中学校校長代表 

 

平生町立小・中学校 

校長代表 

山 本  哲 之 平生中学校校長 

 

平生町立小・中学校 

学校運営協議会長 

井 上  正 朗 佐賀小学校学校運営協議会会長 

遠 藤  敦 子 
 平生小学校学校運営協議会会長 
家庭教育支援チーム代表 

福 山  圭 子  平生中学校学校運営協議会会長 

 

平生町立小・中学校 

ＰＴＡ会長 

小 島  大 士 佐賀小学校ＰＴＡ会長 

五 味 賢一郎  平生小学校ＰＴＡ会長 

安 本  瑛 子  平生中学校ＰＴＡ会長 

保育所又は幼稚園に 

在籍する子どもの保護者 

水 津  恵 子  平生幼稚園保護者 

池 田  憲 二  ひらお保育園保護者 

保育所又は幼稚園の事業者 
松 重  洋 子  平生幼稚園園長 

森 繁 民 治  佐賀保育園園長 

 

 

関係団体の代表者 等 

田 中  久 康 社会福祉法人うちうみ会事務長 

米 津  絵 里 平生町社会福祉協議会 

村 川  真 弓 青少年育成町民会議 

廣 池  康 子 主任児童委員 

長 安 秀 明 
平生まちむらコミュニティ協議会 
ながやす介護ステーション相談支援専門員 

公募による選出者 
清 木  賢 明  

角 田  光 弘  

 

※ 委員長は、小中一貫教育有識者などの委員以外の有識者の出席を求めて意見を聴取
し、又は資料の提出を求めることができることとします。 
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